
広東省・広州市・深セン市・福建省・広西チワン族自治区・海南省週報 

2019年３月 25日～31日 

Ⅰ．広東省 

１ 虎門二橋の開通は４月２日に決定 

●26日の広東省交通集団の発表によれば，広州市南沙区と東莞市沙田鎮を結ぶ

虎門二橋が４月２日に開通する。開通後には，広州南部から東莞市までの交通

は約 10キロメートル短縮される（27日付「南方日報」７面）。 

 

２ 2018年に広東省で販売された自動車は 329.39万台 

●広東省統計局の発表によれば，2018年に広東省で販売された自動車は 329.39

万台だった。これは全国の 11.7％を占めた（27日付「広州日報」12面）。 

 

３ 張虎氏と覃偉中氏を広東省副省長に任命 

●28日，第 13期広東省人代常務委員会第 11回会議が開催され，張虎氏と覃偉

中氏を広東省副省長に任命することを決定した（29日付「南方日報」１面，６

面）。 

（当館注１）張虎氏は，1967年生まれ。山東省出身。広州市水務局局長や深セ

ン市委常務委員などを歴任。 

（当館注２）覃偉中氏は，1971年生まれ。広西チワン族自治区出身。中国石油

天然気集団公司副総経理や中国石油化工集団公司発展計画部副主任などを歴任。 

（当館注３）林少春・前副省長は内モンゴル自治区党委副書記に異動した。 

 

４ 2018年の広東省とアセアン地域の貿易総額は前年比約 10％増 

●税関総署広東分署の統計によれば，2018年の広東省とアセアン地域との貿易

総額は 9,542.5億元で，前年比約 10％増だった（30日付「南方日報」３面）。 

 

 

Ⅱ．広州市 

１ 広州市代表団が中国発展ハイレベルフォーラム年次総会に参加 

●23日～25日，張碩輔・広州市党委書記，温国輝・広州市長率いる広州市代表

団が中国発展ハイレベルフォーラム 2019年年次総会に参加した。期間中，広州

市代表団は崔世安・マカオ行政長官及び国内外の企業責任者らと会見した（26

日付「広州日報」１面）。 

 

 

Ⅲ．深セン市 



１ ファーウェイ（華為）の売上高が初めて 1,000億米ドルを突破 

●29日，深セン市に本社を置くファーウェイが 2018年の財務報告を公表し，同

年のファーウェイの世界全体での売上高は 7,212億元（約 1,069億米ドル）で

前年比 19.5％増だった。初の 1,000億米ドルを突破した。純利益は 593億元（約

79億米ドル）で同比 25.1％増だった（30日付「南方日報」５面）。 

 

 

Ⅳ．福建省 

１ 福建省の「一帯一路」沿線国・地域への輸出は前年同期比 7.6％増 

●福建省の 2019年１月～２月の「一帯一路」沿線国・地域への輸出は 383.1億

元で前年同期比 7.6％増だった（31日付「福建日報」１面）。 

 

 

Ⅴ．広西チワン族自治区 

特になし。 

 

Ⅵ．海南省 

１ 李克強国務院総理が潘基文ボアオ・アジア・フォーラム理事長等と会見 

●27日，李克強国務院総理が潘基文ボアオ・アジア・フォーラム理事長を含む

理事会メンバーと会見した。李総理は，中国は依然として発展途上国であり，

近代化の全面的な実現には長い道のりを歩まなければならない。我々は多国間

主義の保護を主張し，更なる開放を拡大する。これにより，中国の近代化とい

う目標が実現でき，それは世界の発展と繁栄にも有利に働くと述べた。潘理事

長とアロヨ・元フィリピン大統領，ズブコフ・元ロシア首相ら理事会メンバー

は，「世界は今，不確実性に満ち，一国主義や保護主義がグローバル化や多国間

主義に試練をもたらしている。フォーラムは参加者それぞれが手を携え努力し，

アジア経済の一体化を推進し，世界各国の発展の実現に向け知恵と力で貢献す

ることを望む」と述べた（28日付「海南日報」１面）。 

 

２ 「日中健康医療交流会」分科会が開催 

●27日，「日中健康医療交流会」分科会がボアオで開催された。本会は昨年のボ

アオ・アジア・フォーラムの「日中による腫瘍予防・抑制の共同推進」分科会

の一部。分科会では，日中両国の医療専門家が癌の予防・抑制及びボアオ抗癌

「シリコンバレー」の建設をいかに推進するかについて具体的な議論が行われ

た。福田康夫元総理ボアオ・アジア・フォーラム前理事長，曾培炎・中国国務

院元副総理・同フォーラム前副理事長，陳馮富珍・WHO前事務局長・同フォーラ



ム諮問委員が会議に出席・演説のほか，林幹雄自民党幹事長代理，王路・海南

省副省長が祝辞を述べた（28日付「海南日報」４面）。 

 

３ 李克強国務院総理がボアオ・アジア・フォーラム年次総会の開幕式に出席 

●28日、ボアオ・アジア・フォーラム 2019年年次総会が開幕した。李克強国務

院総理が開幕式に出席し，基調講演を行った。李総理は基調講演で，地域一体

化を向上させるよう努め，東アジア地域包括的経済連携（RCPE）の交渉をでき

る限り早期に妥結すべきである。中国は「一帯一路」の共同建設の各国の戦略

と結びつけ，開放性，公平，透明性のあるビジネス環境を築きたいと述べた。

また，李総理は外資の参入規制の緩和についても述べた（29日付「海南日報」

１面）。 

（了） 


